
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】彎曲、蛇行した長さの有る内視鏡ファイバーの

先端にまで後方の動力を十分に伝えるようにする。又、

構造は外部より遮断されたものとして外部からの汚染を

防ぎ器具の衛生を保つ。

【解決手段】左右の回転方向に数度から数十度のみ回転

できる接続部を用いて連結した一連のコイルを内視鏡フ

ァイバーの長軸を回転軸として回転させる事でファイバ

ーの先端に至るまで後方の動力を無駄無く十分に伝える

事を可能とした。又、一連のコイルをファイバー内筒、

外筒で覆い、外部からの汚染を防ぐ事を可能とした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 フ ァ イ バ ー 先 端 へ の 動 力 伝 達 器 と し て 用 い る も の で 、 左 右 の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数
十 度 の み 回 転 で き る 接 続 部 で 連 結 し 、 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 長 軸 を 回 転 軸 と し て 回 転 さ せ る
一 連 の コ イ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 ま で 動 力 を 伝 達 す る 動 力 伝 達 器 に 関 す る も の で あ り 、
左 右 の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数 十 度 の み 回 転 で き る 接 続 部 で 連 結 し た 一 連 の コ イ ル を 用 い て
フ ァ イ バ ー の 先 端 に 至 る ま で 後 方 の 動 力 を 無 駄 無 く 十 分 に 伝 え る 様 に し た も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 よ り 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 操 作 は 、 主 に 手 元 で フ ァ イ バ ー を 押 し た り 、 引 い た り 、 ね じ
っ た り し て フ ァ イ バ ー の 先 端 に 動 力 を 伝 え て い る の が 現 状 で あ り 、 彎 曲 、 蛇 行 し 長 さ の 有
る 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 に ま で 後 方 の 動 力 を 十 分 に 伝 え る 物 は 存 在 し な い 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
彎 曲 、 蛇 行 し 長 さ の 有 る 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 に ま で 後 方 の 動 力 を 十 分 に 伝 え る 物 は 無
く 、 例 え ば コ イ ル の 中 心 軸 を フ ァ イ バ ー の 中 心 軸 に 合 わ せ て フ ァ イ バ ー の 長 さ ま で 延 長 し
、 彎 曲 、 蛇 行 さ せ た 状 態 で 回 転 さ せ た と し て も コ イ ル に 歪 み を 生 じ 回 転 軸 に ぶ れ が 生 じ て
回 転 の 運 動 が さ ま た げ ら れ る 。 本 発 明 は こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る 事 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る 為 、 本 発 明 は 左 右 の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数 十 度 の み 回 転 で き る
接 続 部 で 連 結 し た 一 連 の コ イ ル を 用 い て フ ァ イ バ ー の 先 端 に 至 る ま で 後 方 の 動 力 を 無 駄 無
く 十 分 に 伝 え る 事 を 可 能 と し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
コ イ ル の 回 転 は 長 軸 方 向 の ９ ０ 度 か ら １ ２ ０ 度 前 後 ま で の 彎 曲 に は 十 分 に 対 応 し 、 歪 み に
よ る 回 転 の 妨 げ は 殆 ど 見 ら れ な い 。 し か し な が ら コ イ ル の 長 軸 方 向 の 彎 曲 を １ ６ ０ 度 か ら
１ ８ ０ 度 を 越 え た 状 態 で コ イ ル を 回 転 さ せ る と コ イ ル 全 体 の 歪 み に よ り 回 転 軸 が ぶ れ て 回
転 の 障 害 が 生 じ て く る 。 本 発 明 は 左 右 の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数 十 度 の み 回 転 で き る 接 続 部
で 短 か め の コ イ ル を 連 結 し 、 個 々 の コ イ ル の 彎 曲 を １ ２ ０ 度 前 後 ま で に と ど め 、 さ ら に 個
々 の コ イ ル の 歪 み を 左 右 の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数 十 度 の み 回 転 で き る 接 続 部 に よ っ て 解 除
で き る 様 に し た も の で 、 こ れ に よ り 長 軸 方 向 に フ ァ イ バ ー の 長 さ ま で 連 結 し 延 長 し た コ イ
ル は 彎 曲 、 蛇 行 し た 状 態 で も 回 転 に 障 害 を 生 じ る 事 無 く 十 分 な 回 転 動 力 を 後 方 か ら 先 端 ま
で 伝 え る 事 が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に よ り 、 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 ま で フ ァ イ バ ー が 彎 曲 、 蛇 行 し た 状 態 で も 後 方 の
回 転 動 力 を 十 分 に 伝 達 す る 事 が 可 能 と な り 、 フ ァ イ バ ー の 先 端 ま で 伝 わ っ た 回 転 動 力 を 挿
入 後 は 手 の 届 か な い 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー 先 端 で の 各 種 の 動 力 源 と し て 利 用 で き る 。 コ イ ル の
回 転 動 力 を フ ァ イ バ ー 先 端 で の 各 種 動 力 源 と し て 利 用 す る 具 体 的 な 方 法 と し て は 、 フ ァ イ
バ ー 内 筒 ４ 、 も し く は フ ァ イ バ ー 外 筒 ５ を 部 分 的 に 切 断 し 回 転 す る コ イ ル に 各 種 の ギ ヤ を
接 続 す る 方 法 （ 内 部 を 再 度 外 部 よ り 遮 断 さ れ た 構 造 と す る に は 、 新 た に 取 り 付 け た ギ ヤ 器
具 の 外 側 を 更 に 別 の カ バ ー で 覆 い 、 こ の カ バ ー と フ ァ イ バ ー 内 筒 ４ 、 も し く は フ ァ イ バ ー
外 筒 ５ と 隙 間 な く 接 合 す る 形 で 内 部 を 密 閉 す る 事 で 解 決 す る ） や 、 回 転 す る コ イ ル に 磁 石
等 を 取 り 付 け 、 そ の 外 側 で 磁 性 体 を 反 応 さ せ る 方 法 等 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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図 １ は 本 発 明 の フ ァ イ バ ー 外 筒 ５ の 一 部 を 断 面 と し た 平 面 図 で あ り 、 弾 性 コ イ ル １ を 一 部
が 凸 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ２ と 一 部 が 鍵 穴 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ３ で 連 結 し て ゆ く も の で
、 円 筒 状 接 続 部 の 凸 の 部 分 と 鍵 穴 の 組 み 合 わ せ に よ り 一 部 が 凸 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ２ に
対 し て 一 部 が 鍵 穴 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ３ は 左 右 の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数 十 度 の み 回 転 で
き る 状 態 と 成 る 。 こ の 接 続 部 の 数 度 か ら 数 十 度 の 回 転 に よ り フ ァ イ バ ー の 彎 曲 に よ る コ イ
ル の 歪 み を 取 り 除 く 事 が 可 能 で あ る 。 図 ２ は 本 発 明 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ り フ ァ イ バ ー 内
筒 ４ の 外 側 を 同 心 円 状 に 弾 性 コ イ ル １ 、 一 部 が 凸 と な っ た 円 筒 状 の 接 続 部 ２ 、 一 部 が 鍵 穴
と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ３ 、 先 端 リ ン グ ６ が 回 転 す る 事 と な る 。 導 光 フ ァ イ バ ー 、 鉗 子 孔 等
は フ ァ イ バ ー 内 筒 ４ の 内 側 に 納 め る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ３ は 本 発 明 の フ ァ イ バ ー 先 端 部 の フ ァ イ バ ー 外 筒 ５ の 一 部 を 断 面 と し た 平 面 図 、 図 ４ は
本 発 明 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ り 、 先 端 部 に は 先 端 リ ン グ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 弾 性 コ
イ ル １ 、 一 部 が 凸 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ２ 、 一 部 が 鍵 穴 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ３ 、 先 端 リ
ン グ ６ は 全 て フ ァ イ バ ー 内 筒 ４ 、 フ ァ イ バ ー 外 筒 ５ に よ り 外 部 よ り 遮 断 さ れ た 状 態 に あ り
、 各 種 の 感 染 源 の 存 在 す る 消 化 管 の 中 で 、 動 力 伝 達 器 内 部 へ の 外 部 か ら の 汚 染 を 防 ぐ 事 が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の コ イ ル の 素 材 は コ イ ル が 弾 性 体 と な れ ば よ く 、 又 、 コ イ ル の 接 続 部 は 相 互 に 左 右
の 回 転 方 向 に 数 度 か ら 数 十 度 の み 回 転 で き る 状 態 で あ れ ば 筒 状 で あ る 事 以 外 の 形 状 は ど の
よ う な 形 で あ っ て も よ く 、 例 え ば 一 部 が 凸 と な っ た 円 筒 状 接 続 謳 の 凸 の 部 位 を 四 角 形 、 長
方 形 、 三 角 形 等 に し て も よ く 、 一 部 が 鍵 穴 と な っ た 円 筒 状 接 続 部 ３ の 鍵 穴 の 部 位 が 凹 面 の
み と し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 の 動 力 伝 達 器 は 彎 曲 、 蛇 行 し た 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー の 先 端 ま で 後 方 の
回 転 動 力 を 十 分 に 伝 達 す る 事 が 可 能 で あ り 、 フ ァ イ バ ー の 先 端 ま で 伝 わ っ た 回 転 動 力 を 挿
入 後 は 手 の 届 か な い 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー 先 端 で の 各 種 の 動 力 源 と し て 利 用 で き る 。 又 、 内 部
は 外 部 よ り 遮 断 さ れ た 構 造 で あ り 衛 生 を 保 つ 事 が で き 、 各 種 感 染 源 を 有 す る 消 化 管 内 で 動
力 伝 達 器 内 へ の 外 部 か ら の 汚 染 を 防 ぎ 、 従 来 と 同 じ 様 に 内 視 鏡 フ ァ イ バ ー 全 体 を 洗 浄 し て
使 用 で き る 。 又 、 工 業 的 に 量 産 す る 事 が 可 能 で あ る た め 産 業 上 の 利 用 可 能 性 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の フ ァ イ バ ー 外 筒 部 を 断 面 と し た 平 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の フ ァ イ バ ー 先 端 部 の フ ァ イ バ ー 外 筒 部 を 断 面 と し た 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 接 続 部 平 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 切 り 離 し た 状 態 で の 接 続 部 平 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 切 り 離 し た 状 態 で の 接 続 部 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 弾 性 コ イ ル
２ 一 部 が 凸 と な っ た 円 筒 状 接 続 部
３ 一 部 が 鍵 穴 と な っ た 円 筒 状 接 続 部
４ フ ァ イ バ ー 内 筒
５ フ ァ イ バ ー 外 筒
６ 先 端 リ ン グ

10

20

30

40

(3) JP 2006-110299 A 2006.4.27



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 6日 (2004.12.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の フ ァ イ バ ー 外 筒 部 を 断 面 と し た 平 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の フ ァ イ バ ー 先 端 部 の フ ァ イ バ ー 外 筒 部 を 断 面 と し た 平 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 接 続 部 平 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 切 り 離 し た 状 態 で の 接 続 部 平 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 切 り 離 し た 状 態 で の 接 続 部 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
　 　 １ 弾 性 コ イ ル
　 　 ２ 一 部 が 凸 と な っ た 円 筒 状 接 続 部
　 　 ３ 一 部 が 鍵 穴 と な っ た 円 筒 状 接 続 部
　 　 ４ フ ァ イ バ ー 内 筒
　 　 ５ フ ァ イ バ ー 外 筒
　 　 ６ 先 端 リ ン グ
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